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(57)【要約】
【課題】筐体に取り付けられたカバーが開けられたとき
に、ユーザーを戸惑わせないようにする。
【解決手段】筐体に取り付けられたカバーが開かれたと
きに、インクジェットプリンターの状態がインクセンサ
ーによってインク残量の検出を行なう検出用状態である
場合には（Ｓ１１０）、カバーオープンエラーを表示部
に出力する（Ｓ１２０）。一方、インクジェットプリン
ターの状態が検出用状態でない場合には、基本的には、
カバーオープンエラーを表示部に出力しない。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて前記
カバーが開かれたことに関するエラーとしてのカバーオープンエラーを出力するか出力し
ないかを制御するエラー出力手段を備え、
　前記エラー出力手段は、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検
出を行なうときに前記カバーが開かれた場合は前記カバーオープンエラーを出力すること
を特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　請求項１記載の印刷装置であって、
　前記エラー出力手段は、少なくとも前記インクカートリッジの交換中又は紙ジャムエラ
ーのときに前記カバーが開かれた場合は前記カバーオープンエラーを出力しない印刷装置
。
【請求項３】
　請求項２記載の印刷装置であって、
　前記エラー出力手段は、少なくとも前記印刷手段による画像の印刷中，前記印刷手段の
初期化中，又は前記インクカートリッジの交換のために前記カバーが開閉された後に、前
記カバーが開かれた場合は前記カバーオープンエラーを出力する印刷装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかの請求項に記載の印刷装置であって、
　前記カバーが開かれたときに、前記カバーオープンエラーが出力される場合には実行中
の処理を中断し、前記カバーオープンエラーが出力されない場合には実行中の処理を継続
する処理実行手段、
　を備える印刷装置。
【請求項５】
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて実行
中の処理を中断するか継続するかを制御する処理実行手段を備え、
　前記処理実行手段は、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検出
を行なうときに前記カバーが開かれた場合は実行中の処理を中断することを特徴とする印
刷装置。
【請求項６】
　請求項５記載の印刷装置であって、
　前記処理実行手段は、少なくとも前記インクカートリッジの交換中に前記カバーが開か
れた場合は実行中の処理を継続し、少なくとも前記印刷手段による画像の印刷中又は前記
インクカートリッジの交換のために前記カバーが開閉された後に前記カバーが開かれた場
合は実行中の処理を中断する印刷装置。
【請求項７】
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
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ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置におけるエラー出力方法であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて前記
カバーが開かれたことに関するエラーとしてのカバーオープンエラーを出力するか出力し
ないかを制御するステップを含み、
　前記ステップは、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検出を行
なうときに前記カバーが開かれた場合は前記カバーオープンエラーを出力することを特徴
とする印刷装置におけるエラー出力方法。
【請求項８】
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置における処理実行方法であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて実行
中の処理を中断するか継続するかを制御するステップを含み、
　前記ステップは、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検出を行
なうときに前記カバーが開かれた場合は実行中の処理を中断することを特徴とする印刷装
置における処理実行方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置および印刷装置におけるエラー出力方法，処理実行方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の印刷装置としては、インクを貯蔵するインクタンクと、インクタンクか
ら供給されたインクを用紙に吐出する印刷ヘッドと、インクタンクおよび印刷ヘッドを搭
載して主走査方向に移動するキャリッジと、発光素子と受光素子とを有しキャリッジの走
査領域の中央部やホームポジションとは反対側の端部近傍などに配設された反射型光セン
サと、を備えるものが提案されている（例えば、特許文献１参照）。この装置では、印字
処理の実行中などキャリッジの走査中にインクタンクが反射型光センサと対向したときに
、発光素子からインクタンクに光を照射して、反射光を受光素子で受光したか否かによっ
てインクタンクの有無情報を検出したり、反射光を受光素子によって受光したときにその
受光信号によってタンク情報（インク濃度やインク容量，インク色など）やインク残量を
検出したりしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１６２８２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の印刷装置では、反射型光センサによってインクタンクに関する情報（インクタン
クの有無情報やタンク情報，インク残量）を検出しているときに、筐体に取り付けられた
カバーが開かれると、外乱光の影響によって情報を誤検出してしまうおそれがある。した
がって、カバーが開かれたときに何らかの対応を行なうことが考えられるが、そのときの
印刷装置の状態に拘わらず一律の対応を行なうものとすると、印刷装置の状態によっては
ユーザーを戸惑わせてしまうことになる場合がある。
【０００５】
　本発明の印刷装置および印刷装置におけるエラー出力方法，処理実行方法は、筐体に取
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り付けられたカバーが開けられたときに、ユーザーを戸惑わせないようにすることを主目
的とする。
【０００６】
　本発明の印刷装置および印刷装置におけるエラー出力方法，処理実行方法は、上述の主
目的を達成するために以下の手段を採った。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の印刷装置は、
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて前記
カバーが開かれたことに関するエラーとしてのカバーオープンエラーを出力するか出力し
ないかを制御するエラー出力手段を備え、
　前記エラー出力手段は、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検
出を行なうときに前記カバーが開かれた場合は前記カバーオープンエラーを出力すること
を特徴とする。
【０００８】
　この本発明の第１の印刷装置では、筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、印
刷装置の状態に応じてカバーが開かれたことに関するエラーとしてのカバーオープンエラ
ーを出力するか出力しないかを制御する。これにより、カバーが開かれたときに一律の対
応を行なうものに比してユーザーを戸惑わせないようにすることができる。少なくともイ
ンク情報検出手段によるインク情報の検出を行なうときにカバーが開かれた場合はカバー
オープンエラーを出力する。これにより、その後に同一状況でカバーを開かないようユー
ザーに報知する（促す）ことができ、インク情報検出手段によるインク情報の誤検出が生
じるおそれのある機会が何回も生じるのを抑制することができる。なお、このときのイン
ク情報については、誤検出のおそれがあるため、マスクする（無視する）などの対応を行
なうのが好ましい。ここで、「インク情報」としては、インク残量やインクカートリッジ
の装着の有無，インクに関する情報（インク濃度やインク容量，インク色など）などがあ
る（以下、同じ）。
【０００９】
　こうした本発明の第１の印刷装置において、前記エラー出力手段は、少なくとも前記イ
ンクカートリッジの交換中又は紙ジャムエラーのときに前記カバーが開かれた場合は前記
カバーオープンエラーを出力しない、ものとすることもできる。こうすれば、インクカー
トリッジの交換のためや紙ジャムエラーの解除のためにカバーが開かれたときに、ユーザ
ーを戸惑わせないようにすることができる。この場合、前記エラー出力手段は、少なくと
も前記印刷手段による画像の印刷中，前記印刷手段の初期化中，又は前記インクカートリ
ッジの交換のために前記カバーが開閉された後に、前記カバーが開かれた場合は前記カバ
ーオープンエラーを出力する、ものとすることもできる。
【００１０】
　また、本発明の第１の印刷装置において、前記カバーが開かれたときに、前記カバーオ
ープンエラーが出力される場合には実行中の処理を中断し、前記カバーオープンエラーが
出力されない場合には実行中の処理を継続する処理実行手段、を備える、ものとすること
もできる。
【００１１】
　本発明の第２の印刷装置は、
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
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手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて実行
中の処理を中断するか継続するかを制御する処理実行手段を備え、
　前記処理実行手段は、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検出
を行なうときに前記カバーが開かれた場合は実行中の処理を中断することを特徴とする。
【００１２】
　この本発明の第２の印刷装置では、筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、印
刷装置の状態に応じて実行中の処理を中断するか継続するかを制御する。これにより、カ
バーが開かれたときに一律の対応を行なうものに比してユーザーを戸惑わせないようにす
ることができる。少なくともインク情報検出手段によるインク情報の検出を行なうときに
カバーが開かれた場合は実行中の処理を中断する。これにより、誤検出のおそれがあるイ
ンク情報をインク情報検出手段によって検出するのを中断することができる。なお、この
ときのインク情報については、誤検出のおそれがあるため、マスクする（無視する）など
の対応を行なうのが好ましい。
【００１３】
　こうした本発明の第２の印刷装置において、前記処理実行手段は、少なくとも前記イン
クカートリッジの交換中に前記カバーが開かれた場合は実行中の処理を継続し、少なくと
も前記印刷手段による画像の印刷中又は前記インクカートリッジの交換のために前記カバ
ーが開閉された後に前記カバーが開かれた場合は実行中の処理を中断する、ものとするこ
ともできる。
【００１４】
　本発明の印刷装置におけるエラー出力方法は、
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置におけるエラー出力方法であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて前記
カバーが開かれたことに関するエラーとしてのカバーオープンエラーを出力するか出力し
ないかを制御するステップを含み、
　前記ステップは、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検出を行
なうときに前記カバーが開かれた場合は前記カバーオープンエラーを出力することを特徴
とする。
【００１５】
　この本発明の印刷装置におけるエラー出力方法では、筐体に取り付けられたカバーが開
かれたときに、印刷装置の状態に応じてカバーが開かれたことに関するエラーとしてのカ
バーオープンエラーを出力するか出力しないかを制御する。これにより、カバーが開かれ
たときに一律の対応を行なうものに比してユーザーを戸惑わせないようにすることができ
る。少なくともインク情報検出手段によるインク情報の検出を行なうときにカバーが開か
れた場合はカバーオープンエラーを出力する。これにより、その後に同一状況でカバーを
開かないようユーザーに報知する（促す）ことができ、インク情報検出手段によるインク
情報の誤検出が生じるおそれのある機会が何回も生じるのを抑制することができる。なお
、このときのインク情報については、誤検出のおそれがあるため、マスクする（無視する
）などの対応を行なうのが好ましい。
【００１６】
　本発明の印刷装置における処理実行方法は、
　往復動するキャリッジにインクカートリッジと印刷ヘッドとが搭載されて該インクカー
トリッジに貯留されているインクを該印刷ヘッドから吐出して媒体に画像を印刷する印刷
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手段と、発光素子から前記インクカートリッジに光を照射して反射光を受光素子で受光す
ることによって前記インクカートリッジのインクに関するインク情報を検出するインク情
報検出手段と、が筐体に収容されてなる印刷装置における処理実行方法であって、
　前記筐体に取り付けられたカバーが開かれたときに、前記印刷装置の状態に応じて実行
中の処理を中断するか継続するかを制御するステップを含み、
　前記ステップは、少なくとも前記インク情報検出手段による前記インク情報の検出を行
なうときに前記カバーが開かれた場合は実行中の処理を中断することを特徴とする印刷装
置における処理実行方法。
【００１７】
　この本発明の印刷装置における処理実行方法では、筐体に取り付けられたカバーが開か
れたときに、印刷装置の状態に応じて実行中の処理を中断するか継続するかを制御する。
これにより、カバーが開かれたときに一律の対応を行なうものに比してユーザーを戸惑わ
せないようにすることができる。少なくともインク情報検出手段によるインク情報の検出
を行なうときにカバーが開かれた場合は実行中の処理を中断する。これにより、誤検出の
おそれがあるインク情報をインク情報検出手段によって検出するのを中断することができ
る。なお、このときのインク情報については、誤検出のおそれがあるため、マスクする（
無視する）などの対応を行なうのが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】インクジェットプリンター２０の構成の概略を示す構成図。
【図２】インクセンサー６０の配置をキャリッジ２２との位置関係で示す説明図。
【図３】キャッピング装置４０および廃液タンク４８の構成の概略を示す構成図。
【図４】カバー６６が開かれた状態の外観を示す外観図
【図５】カバー開放時処理ルーチンの一例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は、本発明の一実施形態と
してのインクジェットプリンター２０の構成の概略を示す構成図であり、図２は、インク
センサー６０の配置をキャリッジ２２との位置関係で示す説明図であり、図３は、キャッ
ピング装置４０および廃液タンク４８の構成の概略を示す構成図であり、図４は、カバー
６６が開かれた状態のインクジェットプリンター２０の外観を示す外観図である。
【００２０】
　本実施形態のインクジェットプリンター２０は、図１に示すように、紙送りモーター３
３による紙送りローラー３５の駆動により用紙Ｐを副走査方向（図中奥から手前の方向）
に搬送する紙送り機構３１と、紙送り機構３１によりプラテン５１上に搬送された用紙Ｐ
に対して主走査方向（図中左右の方向）の移動を伴って印刷ヘッド２４に形成されたノズ
ル２３からインク滴を吐出して印刷を行なうプリンター機構２１と、装置全体をコントロ
ールするコントローラー７０と、を備える。プラテン５１の図中右端近傍には、印刷休止
中などに印刷ヘッド２４のノズル２３の乾燥を防止するために印刷ヘッド２４のノズル面
を封止するキャッピング装置４０が設けられており、プラテン５１の図中左端近傍には、
ノズル２３の目詰まりを防止するために定期的に印刷ヘッド２４のノズル２３からインク
滴を吐出するフラッシングを行なうためのフラッシング領域５４が設けられている。なお
、キャッピング装置４０上の位置をホームポジションという。また、本実施形態のインク
ジェットプリンター２０は、用紙ＰとしてＡ４用紙やＢ５用紙，ハガキ，Ｌ判などサイズ
の異なる複数の用紙を使用可能となっており、それらの用紙Ｐがそのサイズに拘わらず用
紙中央を基準として給紙されるいわゆるセンター給紙により給紙（搬送）される。
【００２１】
　プリンター機構２１は、メカフレーム２１ａの図中右端に配置されたキャリッジモータ
ー３４ａと、メカフレーム２１ａの図中左端近傍に配置された従動ローラー３４ｂと、キ
ャリッジモーター３４ａと従動ローラー３４ｂとに架設されたキャリッジベルト３２と、
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キャリッジモーター３４ａの駆動に伴ってキャリッジベルト３２によりガイド２８に沿っ
て主走査方向に往復動するキャリッジ２２と、このキャリッジ２２に搭載され溶媒として
の水に着色剤としての染料または顔料を含有したシアン（Ｃ），マゼンタ（Ｍ），イエロ
ー（Ｙ），ブラック（Ｋ）のＣＭＹＫの各色のインクを個別に収容するインクカートリッ
ジ２６と、インクカートリッジ２６からインクの供給を受けて複数のノズル２３からイン
ク滴を吐出する印刷ヘッド２４と、メカフレーム２１ａから延出する図示しない固定部材
に固定されインクカートリッジ２６のインク残量などのインク情報を検出するインクセン
サー６０と、を備える。なお、キャリッジ２２の背面には、キャリッジ２２の移動に伴っ
てパルス状の信号を出力するリニアエンコーダー３６が配置されており、このリニアエン
コーダー３６によりキャリッジ２２のポジションが管理されている。
【００２２】
　インクセンサー６０は、図１から分かるように、主走査方向における用紙Ｐの略中央に
配置される。上述したように、用紙Ｐは、サイズに拘わらずセンター給紙されるから、イ
ンクセンサー６０は、用紙Ｐのサイズに拘わらず用紙Ｐの略中央となる位置に配置される
ことになる。また、インクセンサー６０は、図２に示すように、キャリッジ２２に搭載さ
れるインクカートリッジ２６よりも下方に配置される。ここで、このインクセンサー６０
は、上方に光を発光する発光素子６２と、上方からの光を受光する受光素子６４とを備え
、受光素子６４の受光量に応じた大きさの電圧に変換した電気信号を出力するいわゆる反
射型の光電センサーとして構成されている。一方、インクカートリッジ２６は、光透過性
の合成樹脂材料などにより形成されており、その下面に断面が三角形状の窪み部２６ａが
形成されている。そして、印刷中などにキャリッジ２２が用紙Ｐの略中央部分を移動する
際に、インクセンサー６０がインクカートリッジ２６の窪み部２６ａと対向すると、発光
素子６２から発光しインクカートリッジ２６の窪み部２６ａ（窪み部２６ａの斜面）で反
射された光を受光素子６４で受光することができる。インクカートリッジ２６の窪み部２
６ａで反射される光は、合成樹脂材料の屈折率や光の入射角，斜面の角度だけでなくイン
ク残量によっても変化する。その詳細は省略するが、例えば、インク残量が十分にあると
きには、入射される光の多くが窪み部２６ａからインクカートリッジ２６内に透過して反
射される光が少なくなる。また、インク残量が減少してその液面が窪み部２６ａに掛かっ
た以降は、インク残量が減少してその液面が下がるほど、インクカートリッジ２６内に透
過する光の量が少なくなり反射される光が多くなる。このように、インク残量に応じて窪
み部２６ａで反射される光の量が変化するから、受光素子６４の受光量も変化することに
なる。これらのことから、インクセンサー６０は、用紙Ｐの略中央部分をキャリッジ２２
が通過するときに、発光素子６２から発光した光の反射光を受光素子６４で受光すること
により、各色のインクカートリッジ２６のインク残量に応じた電気信号を出力するのであ
る。
【００２３】
　キャッピング装置４０は、図３に示すように、上方に開口し内部にインクを吸収するた
めのスポンジ４１が配置された略直方体のキャップ４２と、キャップ４２の底部に接続さ
れた伸縮性のチューブ４３に取り付けられた吸引ポンプ４４と、キャップ４２の底部に接
続された伸縮性のチューブ４５に取り付けられた大気開放バルブ４６と、キャップ４２と
印刷ヘッド２４との当接とその解除とを行なうためにキャップ４２を昇降させる昇降装置
４７とを備える。このキャッピング装置４０は、印刷ヘッド２４をキャッピング装置４０
上の位置（ホームポジション）に移動させた状態でクリーニングを実行したり、印刷休止
中に印刷ヘッド２４のノズル形成面を封止してノズル２３内のインクの増粘（乾燥）を抑
制したりするのに用いられる。クリーニングは、ホームポジションに移動させた印刷ヘッ
ド２４のノズル形成面を昇降装置４７により上昇させたキャップ４２によって封止してか
ら大気開放バルブ４６を閉成した状態で吸引ポンプ４４を駆動して、印刷ヘッド２４とキ
ャップ４２とにより形成される内部空間を負圧にしてノズル２３内のインクを強制的に吸
引することにより行なわれる。このとき吸引されたインクのうち、スポンジ４１に吸収さ
れる分がキャップ４２内を湿潤し、スポンジ４１に吸収されなかった分が吸引ポンプ４４
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の駆動に伴って廃液タンク４８へ排出される。また、クリーニングが実行されるタイミン
グとしては、インクカートリッジ２６の交換が完了した直後や操作部８４の操作によりユ
ーザーがクリーニングを指示したときなどが挙げられる。
【００２４】
　廃液タンク４８は、図２に示すように、上面にチューブ４３が接続され、内部にインク
（廃液）を吸収可能な廃液パッド４９が充填されている。この廃液タンク４８は、キャッ
ピング装置４０でクリーニングが実行されると、吸引ポンプ４４により吸引されチューブ
４３を介して排出されるインクを廃液パッド４９で吸収して貯留する。この廃液パッド４
９は、所定容量のインクを吸収することができるものであり、所定容量に達したときには
交換が必要となる。また、廃液パッド４９が所定容量に達したか否かの判定は、コントロ
ーラー７０により行なわれる。この判定は、例えば、クリーニングの実行に伴って廃液タ
ンク４８に排出されるインク量を予め実験などにより求めておき、このインク量とクリー
ニング回数とを乗じて計算される廃液パッド４９の吸収量を累積した累積吸収量と廃液パ
ッド４９の所定容量とを比較することなどにより行なわれる。
【００２５】
　コントローラー７０は、図１に示すように、ＣＰＵ７２を中心とするマイクロプロセッ
サーとして構成されており、各種処理プログラムや各種データを記憶したＲＯＭ７３と、
一時的にデータを記憶するＲＡＭ７４と、データを書き込み消去可能なフラッシュメモリ
ー７５と、外部機器との情報のやり取りを行なうインターフェース（Ｉ／Ｆ）７６と、図
示しない入出力ポートとを備える。ＲＡＭ７４には、印刷バッファー領域が設けられてお
り、この印刷バッファー領域に汎用のパーソナルコンピューターであるユーザーＰＣ１０
からＩ／Ｆ７６を介して送られた印刷ジョブが記憶される。このコントローラー７０には
、リニアエンコーダー３６からのポジション信号やインクセンサー６０からの電気信号，
カバー６６が開かれているか閉じられているかを検出する開閉状態検出センサー６８（図
２参照）からの開閉状態検出信号，操作パネル８０の操作部８４からの操作信号などが入
力ポートを介して入力される他、ユーザーＰＣ１０から印刷ジョブなどがＩ／Ｆ７６を介
して入力される。また、コントローラー７０からは、印刷ヘッド２４への駆動信号や紙送
りモーター３３への駆動信号，キャリッジモーター３４ａへの駆動信号，キャッピング装
置４０の吸引ポンプ４４や昇降装置４７への制御信号，操作パネル８０の表示部８２への
表示指令信号などが出力ポートを介して出力される他、印刷ステータス情報などがＩ／Ｆ
７６を介してユーザーＰＣ１０へ出力される。
【００２６】
　本実施形態のインクジェットプリンター２０は、図４に示すように、筐体６５に取り付
けられたカバー６６が開かれた状態では、上面が開口されている。図中、実線のキャリッ
ジ２２（インクカートリッジ２６）はキャリッジ２２の位置がホームポジションの場合を
示し、破線のキャリッジ２２（インクカートリッジ２６）はキャリッジ２２の位置がイン
クカートリッジ２６の取り付けや交換を行なうためのインク交換用位置の場合を示す。実
施形態では、インクカートリッジ２６のインク切れが発生してその情報を表示部８２に表
示している状態でカバー６６が開かれたりユーザーによる操作部８４の操作によってイン
ク交換指示がなされてカバー６６が開かれたりすると（インクカートリッジ２６の交換の
ためにカバー２６が開かれると）、キャリッジ２２をインク交換用位置に移動させる。ま
た、その後にカバー６６が閉じられると、キャリッジ２２の移動を伴ってインクセンサー
６０によってインク残量を検出してからキャリッジ２２をホームポジションに移動させる
。
【００２７】
　また、本実施形態のインクジェットプリンター２０では、ユーザーによる操作部８４の
操作によってプリンター機構２１の初期化指示がなされたときには、キャリッジ２２のホ
ームポジションの決定や、用紙Ｐの排紙，キャリッジ２２の移動を伴うインクセンサー６
０によるインク残量の検出などを行なう。
【００２８】
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　次に、こうして構成された本実施形態のインクジェットプリンター２０の動作、特に、
カバー６６が開かれたときの動作について説明する。図５は、コントローラー７０により
実行されるカバー開放時処理ルーチンの一例を示すフローチャートである。このルーチン
は、カバー６６が開かれたとき（開閉状態検出センサー６８によってカバー６６が開かれ
たことを検出したとき）に実行される。なお、カバー６６が開かれると、インクセンサー
６０によるインク残量の検出時に、外乱光の影響によってインク残量を誤検出してしまう
おそれがある。
【００２９】
　カバー開放時処理ルーチンが実行されると、コントローラー７０のＣＰＵ７２は、まず
、インクジェットプリンター２０の状態を入力する（ステップＳ１００）。ここで、イン
クジェットプリンター２０の状態としては、実施形態では、アイドル状態や、印刷中，ク
リーニングの実行中，インクカートリッジ２６の交換のためにカバー２６が開かれてから
閉じられるまでの間（以下、インク交換中という），インクカートリッジ２６の交換のた
めにカバー２６が開かれて閉じられてからキャリッジ２２がホームポジションに戻るまで
の間（以下、インク交換後移動中という），プリンター機構２１の初期化中，フェイタル
エラー（エラーの解除のために電源オフが必要なエラー）の発生時，紙ジャムエラーの発
生時，廃液パッドエラー（廃液パッド４８の吸収量が所定容量に達したエラー）の発生時
，紙切れエラーの発生時を考えるものとした。
【００３０】
　こうしてインクジェットプリンター２０の状態を入力すると、入力したインクジェット
プリンター２０の状態がインクセンサー６０によってインク残量の検出を行なう検出用状
態であるか否かを判定する（ステップＳ１１０）。ここで、検出用状態としては、実施形
態では、印刷中やインク交換後移動中，プリンター機構２１の初期化中を考えるものとし
た。
【００３１】
　インクジェットプリンター２０の状態が検出用状態であると判定された場合には、カバ
ー６６が開かれたことに関するエラーとしてのカバーオープンエラーを表示部８２に表示
すると共に（ステップＳ１２０）、実行中の処理の中断を判定して（ステップＳ１３０）
、本ルーチンを終了する。いま、印刷中やインク交換後移動中，プリンター機構２１の初
期化中を考えているから、コントローラー７０は、実行中の処理の中断を判定すると、印
刷処理やインクセンサー６０によるインク残量の検出を中断してキャリッジ２２をホーム
ポジションに移動させるものとした。このように、カバーオープンエラーを表示部８２に
表示することにより、その後に同一状況でカバー６６を開かないようユーザーに報知する
（促す）ことができ、インクセンサー６０による情報（インク残量）の誤検出が生じるお
それのある機会が何回も生じるのを抑制することができる。また、印刷処理やインクセン
サー６０によるインク残量の検出を中断することにより、誤検出のおそれがある情報の検
出を継続しないようにすることができる。なお、検出した情報については、誤検出のおそ
れがあるため、マスクする（ＲＡＭ７４やフラッシュメモリー７５に書き込まない）のが
好ましい。また、プリンター機構２１の初期化中の場合、インクセンサー６０によるイン
ク残量の検出以外の処理については実行するものとしてもよい。
【００３２】
　インクジェットプリンター２０の状態が検出用状態でないと判定された場合には、カバ
ーオープンエラーより重要性が高い重要エラーが発生している重要エラー発生状態か否か
を判定する（ステップＳ１４０）。ここで、重要エラー発生状態としては、実施形態では
、フェイタルエラーや紙ジャムエラー，廃液パッドエラーの発生時を考えるものとした。
なお、このときには、通常、実行中の処理はないと考えることができる。
【００３３】
　インクジェットプリンター２０の状態が重要エラー発生状態であると判定された場合に
は、そのまま本ルーチンを終了する。この場合、カバーオープンエラーを表示部８２に表
示しない。これにより、この状況でカバーオープンエラーが発生しているとの認識をユー
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ザーに持たせる（ユーザーを戸惑わせる）のを回避することができる。なお、この場合、
実施形態では、現在発生しているエラーを表示部８２に表示するものとした。
【００３４】
　インクジェットプリンター２０の状態が重要エラー発生状態でないと判定された場合に
は、インク交換中であるか否かを判定し（ステップＳ１５０）、インク交換中であると判
定された場合には、カバーオープンエラーを表示部８２に表示せずに、実行中の処理の継
続を判定して（ステップＳ１７０）、本ルーチンを終了する。いま、インク交換中を考え
ているから、ユーザーがインクカートリッジ２６の取り付けや交換を行なえるようにする
ために、実行中の処理（キャリッジ２２をホームポジションからインク交換用位置に移動
させる処理）を継続する。この場合、インク交換中にカバーオープンエラーが発生してい
るとの認識をユーザーに持たせる（ユーザーを戸惑わせる）の回避することができると共
に、キャリッジ２２がインク交換用位置に移動しないなどによってユーザーを戸惑わせて
しまうのを回避することができる。
【００３５】
　インクジェットプリンター２０の状態がインク交換中でないと判定された場合（実施形
態ではアイドル状態，クリーニングの実行中，紙切れエラーの発生時の場合）には、カバ
ーオープンエラーを表示部８２に表示し（ステップＳ１６０）、実行中の処理の継続を判
定して（ステップＳ１７０）、本ルーチンを終了する。アイドル状態やクリーニングの実
行中の場合には、インクセンサー６０によるインク残量の検出を行なわないことから、誤
検出のおそれはないが、カバーオープンエラーを表示部８２に表示することにより、カバ
ー６６をできるだけ開かないようにユーザーに報知（促す）ことができる。また、この場
合、インクセンサー６０によるインク残量の誤検出のおそれがないことから、実行中の処
理については実行を継続するものとした。なお、アイドル状態や紙切れエラーの場合には
実行中の処理はないと考えることができる。
【００３６】
　ここで、本実施形態の構成要素と本発明の構成要素との対応関係を明らかにする。本実
施形態のプリンター機構２１が本発明の印刷手段に相当し、インクセンサー６０が「イン
ク情報検出手段」に相当し、ステップＳ１００～Ｓ１２０，Ｓ１４０～Ｓ１６０の処理を
実行するコントローラー７０が「エラー出力手段」に相当する。また、ステップＳ１００
，Ｓ１１０，Ｓ１３０～Ｓ１５０，Ｓ１７０の処理を実行するコントローラー７０が「処
理実行手段」に相当する。なお、本実施形態では、印刷装置の動作を説明することにより
、本発明の印刷装置のエラー出力方法や処理実行方法の一例も明らかにしている。
【００３７】
　以上説明した本実施形態のインクジェットプリンター２０によれば、カバー６６が開か
れたときに、インクジェットプリンター２０の状態がインクセンサー６０によってインク
残量の検出を行なう検出用状態である場合には、カバー６６が開かれたことに関するエラ
ーとしてのカバーオープンエラーを表示部８２に出力するから、その後に同一状況でカバ
ー６６を開かないようユーザーに報知する（促す）ことができ、インクセンサー６０によ
る情報（インク残量）の誤検出が生じるおそれのある機会が何回も生じるのを抑制するこ
とができる。また、カバー６６が開かれたときに、インクジェットプリンター２０の状態
が検出用状態でない場合には、基本的にはカバーオープンエラーを表示部８２に出力しな
いから、インクカートリッジ２６の交換のためや紙ジャムエラーなどの解除のためなどに
カバー６６が開かれたときにユーザーを戸惑わせないようにすることができる。
【００３８】
　また、実施形態のインクジェットプリンター２０によれば、カバー６６が開かれたとき
に、インクジェットプリンター２０の状態が検出用状態である場合には実行中の処理を中
断し、検出用状態でない場合には実行中の処理を継続するから、前者の場合には、誤検出
のおそれがある情報（インク残量）をインクセンサー６０によって検出するのを中断する
ことができ、後者の場合には、例えばインクカートリッジ２６の交換のためにカバー６６
が開かれたときにキャリッジ２２がインクカートリッジ２６の交換用の位置に移動するこ
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とになり、ユーザーを戸惑わせないようにすることができる。
【００３９】
　なお、本発明は上述した実施形態に何ら限定されることはなく、本発明の技術的範囲に
属する限り種々の態様で実施し得ることはいうまでもない。
【００４０】
　上述した実施形態では、インクジェットプリンター２０の状態が検出用状態でない場合
のうち、重要エラー発生状態でなく且つインク交換中でもない場合（アイドル状態，クリ
ーニングの実行中，紙切れエラーの発生時の場合）には、カバーオープンエラーを表示部
８２に表示するものとしたが、表示しないものとしてもよい。これは、インクセンサー６
０による誤検出のおそれがないためである。
【００４１】
　上述した実施形態では、検出用状態として、印刷中やインク交換後移動中，プリンター
機構２１の初期化中を考えるものとしたが、これら以外でもインクセンサー６０によって
インク残量を検出する状況については検出用状態に含めてよいし、これらのうち少なくと
も一つでインクセンサー６０によってインク残量を検出しない仕様ではその状況について
は検出用状態から外してよい。
【００４２】
　上述した実施形態では、重要エラー発生状態として、フェイタルエラーや紙ジャムエラ
ー，廃液パッドエラーの発生時を考えるものとしたが、これらの一部を考えるものとした
り、これらに加えて他のエラーを考えたりするものとしてもよい。
【００４３】
　上述した実施形態では、インクジェットプリンター２０の状態が検出用状態の場合には
、カバーオープンエラーを表示部８２に表示すると共に、実行中の処理を中断するものと
したが、いずれか一方だけを行なうものとしてもよい。
【００４４】
　上述した実施形態では、カバーオープンエラーを出力する場合には、表示部８２に表示
するものとしたが、これに代えてまたは加えて、図示しないスピーカから音声出力するも
のとしてもよい。
【００４５】
　上述した実施形態では、工場出荷後（筐体６５にカバー６６が取り付けられた後）につ
いて説明したが、製造工程など筐体６５にカバー６６が取り付けられていない状態での起
動時には、エラーを出力する意味がないため、カバーオープンエラーを出力しないものと
すればよい。
【００４６】
　上述した実施形態では、インクセンサー６０によってインクカートリッジ２６のインク
残量を検出するものとしたが、これに限られず、インクカートリッジ２６が装着されてい
るか否かや、インクに関する情報（インク濃度やインク容量，インク色など）を検出する
ものとしてもよい。インクカートリッジ２６が装着されているか否かは、発光素子６２か
らインクカートリッジ２６に照射した光を受光素子６４で受光するか否かによって検出す
ることができる。また、インクに関する情報は、インクに関する情報を示すバーコード（
白と黒の縞模様）などの識別子をインクカートリッジ２６に付しておき、発光素子６２か
らその識別子に光を照射して反射光を受光素子６４で受光することによって検出すること
ができる。
【００４７】
　上述した実施形態では、本発明をインクジェットプリンター２０に適用して説明したが
、ファクシミリ装置や複合機などに適用するものとしてもよい。
【符号の説明】
【００４８】
　１０　ユーザーＰＣ、２０　インクジェットプリンター、２１　プリンター機構、２１
ａ　メカフレーム、２２　キャリッジ、２３　ノズル、２４　印刷ヘッド、２６　インク
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カートリッジ、２６ａ　窪み部、２８　ガイド、３１　紙送り機構、３２　キャリッジベ
ルト、３３　紙送りモーター、３４ａ　キャリッジモーター、３４ｂ　従動ローラー、３
５　紙送りローラー、３６　リニアエンコーダー、４０　キャッピング装置、４１　スポ
ンジ、４２　キャップ、４３　チューブ、４４　吸引ポンプ、４５　チューブ、４６　待
機開放バルブ、４７　昇降装置、４８　廃液タンク、４９　廃液パッド、５１　プラテン
、５４　フラッシング領域、６０　インクセンサー、６２　発光素子、６４　受光素子、
６５　筐体、６６　カバー、７０　コントローラー、７２　ＣＰＵ、７３　ＲＯＭ、７４
　ＲＡＭ、７５　フラッシュメモリー、７６　インターフェース（Ｉ／Ｆ）、８０　操作
パネル、８２　表示部、８４　操作部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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